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［学校番号４］

秋田県立大館鳳鳴高等学校
［全日制課程］

中期ビジョン（５か年計画）

１「本校が目指す姿」

（１） 学校の現状や課題
[現状]

本校は令和５年に創立１２５周年を迎える県内屈指の伝統校であり、県内はもとより国

内外において各界のリーダーとして活躍する人材を輩出している。平成１５年度から１５

年間ＳＳＨ（スーパーサイエンスハイスクール）の指定を受け、現在も科学的リテラシー

の向上と国際性の育成に取り組み続けている。

９割以上の生徒が四年制大学進学を希望しており、国公立大学に毎年約１２０名が合格

し、難関大学や医学部医学科にも毎年一定数が進学している。一方で、平成２３年には野

球部が念願の甲子園初出場を果たし、平成２８年には陸上競技部からインターハイ優勝者

を輩出するなど、部活動も盛んである。

地域には本校の教育活動に理解を示し協力的な保護者や同窓生が多く、本校は文武両面

で大きな期待を寄せられており、地域の元気を創出する存在となっている。

[課題]

少子化により、高校入試では低い志願倍率が続いており、入学者の学習意欲や進路意識

の差が大きくなっている。こうした中で、部活動等の特別活動の活力を維持しながら、生

徒の学力向上と難関大学を含む進路希望の実現を図ることが最大の課題である。

（２） 学校を取り巻く将来の状況の予測
大館北秋・鹿角地区の中学校卒業予定者数は減少が続いており、今後も入試倍率の低下

傾向が続くことが予想される。しかし、地域の拠点校として本校に寄せられる期待は大き

く変わるものではない。むしろ、社会の変容に積極的に対応し、地域や日本、更には世界

でも活躍できる人材育成への期待は一層高まるものと思われる。

（３） スクール・ポリシー
(ⅰ)グラデュエーション・ポリシー（目指す生徒像）

「次代を切り拓く高い志と強い精神力、積極的な行動力を持った鳳鳴生」

高い志をもった生徒を育成することが本校に課せられた使命である。社会の一員として

の自覚のもとに、地域や日本を自分が支えるという気概をもたせ、グローバルな視点で多

様な見方・考え方のできる生徒を育成する。特別活動を含めた教育活動全体を通して、次

のような資質・能力の育成を図る。
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鳳鳴プライド(HOMEI PRIDE)―身に付けるべき資質・能力―

① 困難に打ち克つ体力と精神力 ④ 物事を公正かつ多面的に捉える思考力

② 自らの生活、行動を律する自己管理能力 ⑤ 積極的に課題に向き合い解決を目指す探究力

③ 本質的理解に基づく知識・技能 ⑥ 他者と協働し新しい価値をつくる創造力

（ⅱ）カリキュラム・ポリシー（本校の学び）
グラデュエーション・ポリシーに示した資質・能力を育成するために、特に次のことに

留意して教育活動を行う。

学習指導

・基礎・基本の定着の徹底と活用を図るとともに、発展的な内容も積極的に取り扱い、

知的好奇心を刺激し、学習意欲を喚起する。

・アウトプット活動により学習事項の深い理解と定着を図るとともに、個に応じた指導

により着実な学力向上を図る。

・探究活動を充実させ、主体的・対話的で深い学びを実現する。

特別活動等（生徒会活動・各種行事・部活動等）

・他者と協働しながら取り組む体験を通して、豊かな人間性を育み、個性の伸長を図る。

・時間を有効活用しながら目標に向けて努力する体験を通して、計画性や自己管理能力

の涵養を図るとともに、強い心身を育む。

・タイ王国の姉妹校との交流等を通して、国際的視野の涵養を図る。

進路指導・キャリア教育

・各種講演会やボランティア活動等を通して、自身の適性理解と将来設計を促し、社会

に貢献する意識を高める。

・ＰＴＡや地域・同窓会の教育力を積極的に活用し、進路意識の高揚及び人間的な成長

を図る。

（ⅲ）アドミッション・ポリシー（求める生徒像）
本校は、文化の創造と社会の発展に貢献できる人材の育成を目指しており、次のような

生徒の入学を期待する。

１ 目的意識や向上心があり、高い理想を追い求める志をもつ生徒

２ 基本的な生活習慣が身に付いており、努力を続けることができる精神力をもつ生徒

３ 学習や部活動に自ら進んで積極的に取り組む生徒
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２「５年間を通しての具体的な目標と取組」

（１）５年間を通しての具体的目標
(ⅰ) 大学入学共通テスト全科目で全国平均点以上

(ⅱ) 国公立大学合格率（合格者数／大入共テ受験者数）５５％以上

(ⅲ) 難関大学（東大、京大、東北大等）及び医学部医学科進学者数計１５名以上

(ⅳ) 進路希望（第一志望）達成率７０％以上

(ⅴ) 卒業までのＣＥＦＲ Ｂ１（英検２級）程度５０％以上

(ⅵ) 部活動加入率９０％以上

(ⅶ) 全国大会出場毎年５（部活動等単位）以上

(ⅷ) 生徒の学校満足度８０％以上

（２）目標を達成するための具体的な方法、取組等
(ⅰ) 高い志と意欲をもった学習者の育成

・外部機関（大学・企業等）と連携し、「本物」に触れさせることにより知的好奇心を

刺激し、学習への動機付けの強化を図る。

・タイ王国の姉妹校等との交流を通して、質の高い国際教育の推進を図り、世界にはば

たこうとする志を育てる。

・同窓会員や地域のリーダーを招聘しての講演会を開催し、社会における役割の自覚を

促すとともに、積極的に社会貢献しようとする志を育てる。

・県や各種団体が主催する事業やイベントへの積極的な参加を奨励する。

(ⅱ) 組織的・継続的な授業改善

・学習内容の基礎・基本の理解とともにアウトプットを重視し、学力をつける授業を創

造する。

・ＩＣＴ機器を積極的に活用し、より効果的な指導方法を研究する。

・校内外の授業研究会のほか、先進校視察等を通して、指導方法の工夫改善を図る。

(ⅲ) 進路指導体制の充実

・進路希望に応じた個別指導及び小集団指導の充実を図る。

・進学希望達成に向けたプロジェクトの実施と検証を行い、更なる充実を図る。

・県内外の進学校との連携を通して教員の指導力の向上を図る。

・進路指導部及び各学年間で積極的に情報を共有し、組織的・継続的な指導を推進する。

(ⅳ) 特別活動等の充実

・部活動等への加入を積極的に推奨する。

・公欠が多い部活動加入者対象の学習会を行うなど、部活動に打ち込む生徒に対する学

習支援を行い、文武両道の実現を図る。

・各種行事や生徒会活動において生徒の自主性を尊重し、生徒が主役となることができ

るよう適宜適切な支援を行う。

(ⅴ) 学校情報の積極的な発信と教育活動の検証

・学校ホームページを充実させ、各種活動の状況や成果を発信する。

・学校評価を適時適切に行い、保護者等の意見を教育活動・教育環境の改善に役立てる。

令和３年６月 策定

令和５年６月一部改訂
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